
 　西城町づくり便　　　ヒバゴンの町西城

西城町観光協会とタイアップした新しい情報サイトが始まりました。　　　 ☝ ☝
名前はヒバゴンのまち西城です。（地域の情報などを発信します）　　　　　　✽ こちらからお入りください

先生に質問 頑張る紫水高生 黙々と学習する西城中学生

◇西城紫水高校３年生の小山さん・・・「受験科目、特に数学を頑張りました。受験へのスイッチが入りました！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個別に教えてもらって、分りやすくとても良かったです。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先生にしっかり聞くようにしたいと思います。」

※がんばれ西城紫水生！西城中学生！　応援してます！！

竹島治夫さん 不思議ちゃん　　→　皆さんが知ってる「あの人」かも知れません。

次回は、奥出雲町の方が西城を訪ねられ、木次線の利用促進について協議をします。

こども写真教室開催（７月28日）
恒例の写真教室！暑かったけど頑張りました。 ５月に植えたトウモロコシが大きく成長していました。

作品は、西城フォトコンテストに出品します。  みんなで楽しく収穫しました。記念にハイチーズ！
安原先生、藤川先生、ありがとうございました。  前油木営農組合の皆様、大変お世話になりました。

○西城自治振興区各専門部会は9月以降とし ○パソコン教室・・・８月27日（金）予定
日程については連絡させていただきます。

※県・市より７月３０日に新たに「新型コロナ感染拡大防止のための早期集中対策」が発表されました。
　　かつてないコロナの感染拡大に対し、９月１２日までの実施されます。（外出半減、その他）

※皆様の作品をお寄せ下さい！

（新企画）西城町今月の１枚・・・西城町にちなんだ写真をご投稿ください！！　３回目の今回は紫水高校生１６名に、初めて西城中学生６名が加わった、合同の学習会となりました。

　講師は福山の｛パワーゼミ｝の先生方です。それぞれの課題に応じて２日間しっかり学習しました。

今月は、不思議ちゃん（ニックネー
ム）さんと竹島治夫さんの作品で
す。ありがとうございました。

◇西城中学校３年生の中元君・・・「自分の苦手な教科がよく分るようになりました。理解できるまで

新型コロナウイルス感染拡大により、変更になる場合があります。今後の行事予定

乗って残そう、芸備線、木次線（モニターツアー）
　木次線モニターツアーに行きました。（西城、庄原、奥出雲の関係者12名）
木次線（さらには芸備線）の利用促進（存続）を目指し、西城・八鉾自治振興区、西城町観光
協会、庄原市役所・支所、社会福祉協議会、奥出雲町議員等のメンバーで、落合～亀嵩間で、
モニターツアーを実施しました（西城町観光協会のヒバゴンチャンネルもぜひご覧ください）。

※当日は、山陰のマスコミ３社が特別番組の編成のため、密着取材をされました。

   時間の調整やルールも自由です。

パラリンピック競技卓上ボッチャに挑戦してみませんか！！
　サロンにて卓上ボッチャのゲームをしました。パラリンピックでの競技でもあります。座ったままで、ゲー
ム板を、テーブルの上で横に移動しながら進めます。ボッチャに見立てたペットボトルのキャップを飛ばし
て、ジャックに近づけたチームの勝利です。楽しんで頂きました。サロンなどで利用してみてください。
ゲーム板を持って伺います。

   体調によっては、動きを加えたり、

　夏休み拡大号（特集）暑い夏に頑張る幼児、児童、生徒の活動をお届します。

中学、高校合同で紫水塾を開催されました。（７月１７・18日）

 トウモロコシの収穫体験（８月２日）

推進に向けた調査研究（実証実験）を開始します。３回目の今回は、
事業の中身・方向性、生徒が参加することのメリット、今後のスケジュ
ール、芸備線の利用促進、西城町の情報発信など等について協議
しました。次回は学生・生徒も交えてと思いますが、（コロナの更なる
拡大を受け）検討中。※自治振興区においても、部会の開催が可能となれば、協議をしたいと思います。

エコツーリズムに関する協議会開催
　自治振興区の役員会でもご連絡しました、芸備線の利用促進
（存続）に向け、県立広島大学、小林謙介先生・ゼミの学生、西城町
観光協会、西城自治振興区、西城紫水高等学校などが連携して、
「エコツーリズム」（環境に配慮したＣｏ2排出量が少ない旅行）の
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まずタンバリンの音で俳句5・7・5のリズムを体に染み込ませました。年中・年長さんは、「カタツムリ」「へ

夏休み宿題教室を実施しました（8月3日）
　

小学生６名（３～６年生）が宿題を持ってセンターへやってきました。講師は河野節子先生、そし

※子どもさんたちの姿に、元気をもらいます！ ◇６年生の奥津さん・・・「楽しかったです。社会を頑張りました。また来たいです。」

※高校生スタッフの皆さん、ありがとうございました。

の楽しさを味わい、遊びの
の中でも楽しむことができ

たらと願っている。

思いや願いも感じることができました。私たち

西城保育園　「生き生き体験いっぱい西城保育園の園児たち」

姿に成長を感じました。この体験学習で学んだことを生徒の成長につなげるとともに，事業所の方や地域

西城小学校

最初は、水慣らしで水中お魚摂り、次には、伸びの姿勢から伏し浮き、
背面浮きなど、次々と高度になる指導にも意欲的に挑戦する子ども

西城紫水高等学校

達の姿がありました。

　西城小学校3年生21名は、水辺教室を行いました。あいにくの天候で、体育館で行いました。
講師は環境カウンセラーの奥山秀樹先生です。みな夢中で取り組み、生き物や自然について楽し
く学びました。先生方、ありがとうございました。

水辺教室開催（７月１2日）

体験学習でお世話になり，関係する皆様に感謝します。

言葉遊びとして俳句に取り組む園児（７月１５日）

び」などのお題に対して、これまでの経験を、５感を働かせて自由にお話します。子ども達の発した言葉を
先生が5・7・5のリズムにあてはめ次々に俳句ができました。

職場体験学習もその学習の１つです。８日は大

雨警報により中止となりましたが、各事業所で学校では体験できない貴重な経験をさせていただきました。

日本語を、言葉を大事にす
ることを学ばせたい。俳句
はそのとっかかりで、その
上に、俳句特有のリズム

温水プールスイムで積極的指導を受ける年長さん（７月20日）

　　　　　　　　　　　　年長さん　　　　　　　　　　　年中さん　　　　　　　　年少さん

西城中学校の第２学年の生徒は総合的な学習
の時間において、「西城貢献プロジェクト～

西城中学校  中学生が町内で職場体験学習（農業体験）を行いました！！

前進・協力・達成感～」というテーマで学習を進
めています。７月６日（火）から８日（木）までの

　多くの中学生、保護者、学校関係者（他校からの視察も）が詰めか
ける中、開会行事では、生徒が司会進行を行い、学校の特色や年間
行事、カリキュラム、部活動などを分りやすくプレゼンしました。生徒
（生徒会）が主体となり、説明していることに感心しました。職場体験学習に関わり，地域や保護者の皆様にご理解・ご協力いただき誠にありがとうございました。

お昼までの３時間、一生懸命頑張りました。休憩時間には和やかに触れ合う姿もありました。
児童の皆さんお疲れ様でした。河野先生、紫水高等学校の皆さんありがとうございました。

てボランティアスタッフの西城紫水高等学校の生徒さん５名（２～３年生）です。

の皆様への感謝の思いも伝えていけるよう，生徒とともに考え，今後の学習を進めていきたいと思います。

西城小学校の記事でも紹介しましたが、西城紫水高等学校の５名の生徒さんが講師役となり、

夏休み宿題教室を実施しました（8月3日）

夏休み宿題教室を実施しました（8月3日）

◇紫水高等学校３年生の橘高君・・・「とても良い経験でした。いろんな学年にさまざまな教科を教えら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れました。こうした機会があれば、またぜひ参加したいです。」

オープンスクールを実施されました。（8月４日）

それぞれの事業所で，真剣な表情で体験学習を進めることができました。

初めての職場体験学習で疲れも　ありましたが，
すべての生徒が家庭や事業所のサポートを受
け、目標を達成することができました。また，生
徒は，今まで以上に地域の方の働かれている

教職員も事業所の方をはじめ多くの地域の皆様に支えられ，少しずつ自信を得ながら活動している生徒の

直ぐ近くにある温水プールを活

用したいので５月から８月まで

週に一度プール利用の計画をた

てた。スイミング指導の第一人

者である先生にきていただき、

子どもたちに水の楽しさや怖さ

を学んで欲しいのはもちろん、

先生方にも基本指導として活か

して欲しい。


